
概 要

セ ッシ ョ ン5で は 、 日文 研 と と も に本 シ ン ポ ジ ウ ム を主 催 したEastRock

Instituteが コ リア ン ・デ ィア ス ポ ラ研 究 の た め の情 報 シ ス テ ム と して 開発 し

て き たKOCIS-KD(KoreanCulturalInformationSystcmfbrKorcan

Diaspora)に 関 わ る2本 の報 告 が 行 わ れ た 。高 全 慧 星 「デ ィア スポ ラ に お け

る コ リア ン の ア イ デ ンテ ィテ ィ ーの 比 較:KOCIS概 観 」 は 、 論 題 その もの

の比 較 研 究 よ り は、報 告者 が 中 心 と な って 提 唱 し開発 を進 め て きたKOCIS-

KDが 、 コ リア ン ・デ ィア ス ポ ラの比 較 研 究 に い か な る貢 献 を な し得 る か と

い う問 題 が 中心 とな っ て い る。 報 告 に お い て は 、米 ・韓 ・日の諸 研 究 機 関 に

お け る1960年 代 以 降 のKOCIS-KD開 発 史 が概 観 され た 後 、 この情 報 シ ス テ

ム が 、(1)概 念 規 定 を精 緻 化 し、(2)デ ィア ス ポ ラー 出 身 国一 ホ ス ト社 会 の

三 ・者 関係 理 論 の有 効 性 の 実証 、(3)多 様 な デ ィア ス ポ ラ社 会 に お け る文 化 的

差 異 の抽 出 、(4)個 々 の デ ィア ス ポ ラ に特 有 な デ ー タの 集 積 、(5)デ ー タ ・

ク オ リテ ィ ・コ ン トロ ール な どの面 で有 効 で あ るこ と を実 例 を挙 げ つつ 示 し

た。

ダグ ラ ス ・ア ヴ ィ ソ ン ・ブ ラ ッ ク 「KOCIS-KD:コ リァ ン ・デ ィァ ス ポ

ラ情 報 集 積 の た め の1モ デ ル 」 は 、KOCIS-KDの 技 術 思 想 につ い て解 説 し

た 。 コ リア ン ・デ ィア ス ポ ラの よ うな比 較研 究 に お いて は、 必 要 な情報 を ど

の よ うに集 積 し構 造 化 す るか が課 題 とな る 。KOCIS-KDは 、 「主 題 」 厂文 化 」

「時 代 」 「場 所 」 「人 」 等 の 情 報 を集 積 し た シ ソ ー ラ ス を 、複 数 の キ ー ワー ド

に よ っ て構成 され た 多面 的 分類 法 を用 い て縦 断 的 に検 索 で き る よ うに設 計 さ

れ て い る。集 積 され た情 報 は、 チ ェ ック を通 じて ボ トム ア ップ式 に修 正 され

発展 し続 け る もの で あ る、 と され て い る。

KOCIS-KDを コ リア ン ・デ ィア スポ ラ研究 に どの よ うに利 用 して い くか とい

う高 報告 と、KOCIS-KDの 技 術 的問題 につ い て論 じた ブ ラ ック報 告 に対 す る質

問 ・討 論 は両 者 あわせ て行 わ れ た 。必 ず しも参加 者 の専 門 とは合 致 しない分 野

の報 告 で あっ たが 、参 加者 か らは 、例 えば高 報告 に対 して は 、個 別 のデ ィア ス

ポ ラにお け るコ リア ンの アイデ ンテ ィテ ィを明 らか に しよ うとす る際 、KOCIS-

KDは ど の よ う な変 数 を想 定 して い るの か と い う質 問 が な され た 。 ま た 、

KOCIS-KDが 情 報 デ ー タベ ー ス と して 、実 際 に どの程度 の情 報 量 を既 に集 積 し

て い るの か とい う質疑 に対 して は、KOCIS-KDは 情 報 デ ー タベ ース を今 後 構築

して い く上 で の戦 略 的 ア イデア とい う性 格 が強 く、KOCIS-KDの 肉付 けの た め

に も国 際的 な連 携研 究 が必要 で あ るこ とが二人 の報告 者 か ら再 度強調 され た。

(松田 利 彦)
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